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1-3次予防の視点での⾷・栄養
⾯のニーズ調査と要因の検討

⾷・栄養⾯の介⼊点についての
議論と介⼊計画⽴案

⾷・栄養⾯のQOLおよび幸福
感の向上を目指した介⼊研究

「尊厳」ある
エイジングを
目指した
社会実装

福⼥⼤卒業⽣を対象とした
フォローアップ調査

20代から60代の
ライフステージ毎の

健康課題を調査している

本研究では、「尊厳あるエイジング」を目指し、そのためには、何が必要か、⾷と栄養の⾯から
ニーズ調査も含め検証し、様々な領域の専門家から成るリサーチコアメンバー間で、各領域の専門家の意

見をもとに課題解決提案へと深化させ、その結果を基に社会実装することを目的としている。



2023年度の取り組み

2023年度はその第一歩として、1-3次予防の視点から対象者を分け、

それぞれの対象毎に「尊厳あるエイジング」に関連する要因の検証を行った。

1次予防
要介護状態に対する予防

2次予防
⽣活機能の低下の早期発見・

早期対応

3次予防
要介護状態の改善・

重度化の予防

活動的な状態 虚弱な状態 要介護状態

1次予防
ネット調査
対⾯での調査
公⺠館等に⼈を集め実施
質問紙調査*
ロコモ度テスト
・⽴ち上がりテスト
・２ステップテスト
握⼒

福⼥⼤卒業⽣調査の解析**

2 -3次予防
質問紙調査*・ニーズ調査

⽀援者への調査

*質問紙調査：
アウトカム：Quality of Life (QOL)指標のSF-8、幸福度
曝露要因：
個⼈的要因（⽣活習慣・⾷事歴調査・SOC・ヘルスリテラシー個⼈要因等）
社会的要因（買い物のしやすさ・経済状況等）

**福⼥⼤卒業⽣調査：2022年度に1980年以降の卒業⽣を調査した。ライフス
テージ毎の健康課題を検証する。

2023年度の調査の全体像



１次予防：ネット調査からのまとめ

• 全国の65歳以上の高齢者を対象にネット調査を行い、
現在の幸福度との関連を多⾯的に調査した。

• ⾷に関する項目では、1日3⾷⾷べている、固いものを
⾷べられる、汁物むせない、⾷の困りごとがない、朝
⾷摂取頻度が高い、主⾷主菜副菜の頻度が高い、外
⾷・弁当・インスタント・配⾷、朝⾷・昼⾷・夕⾷の
共⾷頻度が高いといった項目で現在の幸福度が高いこ
とを見いだした。

• また、買い物に行く手段がないこと、⾷品の価格が高
いことは、現在の幸福度の低さと関連を認めた。

• 2024年度は本調査結果を更に深く解析し、尊厳あるエ
イジングのための⾷課題の整理を行っていく。



１次予防：対⾯調査からのまとめ

• F市内の老⼈福祉センターに協⼒をいただき27名を対象に測定会
を行った。

• 2ステップ値と骨密度（スティフネス値）とQOLの身体的サマ
リーとの間に有意な正の相関を認めた。

• 幸福度との関連については、2024年度にまとめていき、⾷・栄
養⾯を中心にニーズを検証していく。

高齢者施設での
測定風景



２次予防：高齢者施設調査からのまとめ

•介護要支援レベルの対象者に対する調査で、
 ⽣活満足度が高いほど

 主⾷主菜副菜の頻度が多いほど

 インスタント⾷品の利用頻度が少ないほど

 サプリメントの利用があるものほど

 夕⾷の共⾷頻度が多いほど

現在の幸福度が高いことが示された。

•⾷の課題という点では、インスタント⾷品の利用
を避ける⾷環境への介⼊、夕⾷を共⾷できる場の
設定などが考えられた。

• 2024年度は、さらに詳細に解析を行い、要⽀援と
なっている高齢者への⾷の課題を明確にしていく。



３次予防：訪問栄養士の調査からのまとめ

◆近年、在宅患者・療養者は増加傾向にあるが、在宅訪問栄養管理に携わっ
ている管理栄養士は少なく、対応が十分にできていない状況である。
対応が十分でない原因として、

• 診療報酬・介護報酬算定要件の規制
• 在宅患者・療養者に携わる職種が在宅訪問管理栄養士の所在を把握できていない
• 在宅訪問栄養管理を担う管理栄養士に求められる知識・スキルが高い

が挙げられ、これらの改善が在宅訪問栄養管理の普及の課題である。

◆診療報酬・介護報酬においては、介⼊回数や多職種連携など算定要件に縛
りがあり十分な介⼊ができない状況であるため、今後、診療報酬・介護報
酬の算定要件の緩和など社会環境の整備が必要となる。

◆在宅訪問栄養管理を担う管理栄養士は、栄養管理に関する限られたデータ
から一⼈で栄養状態を評価・判定できる高度なスキルが求められている
• 在宅栄養管理を担う管理栄養士の組織化を図り在宅患者や療養者に関す
る調査研究

• 症例報告会
• 在宅栄養管理に特化した専門性の高い実践的な研修会など
の強化充実が必要である。



資料１

2024年３月３日国際フードスタディセンターキックオフシンポジウム

「尊厳あるエイジングに向けて」というタイトルで、
1名の減塩についての基調講演、
4名のパネリストによるパネルディスカッションを行った。
対⾯での実施で100名を超える参加者を得、
今後の研究の方向性を議論した。

基調講演：土橋先⽣

パネルディスカッション

意見交換会
減塩メニューの試⾷会を行った



2024年度に向けて
2023年度で得られた貴重なデータをまとめつつ
「尊厳あるエイジング」を目指し、以下の研究を計画中である。

1.認知機能と食・食事時間との関係
2023年度は認知機能についての調査ができていないため、
認知機能を評価軸に加え、⾷・栄養・時間栄養学の観点か
ら研究を行う。

2.食事内容とサルコペニアとの関係
サルコペニア（高齢者の筋⼒低下）予防にはタンパク質の
摂取が重要とされている。そこで、筋肉増加に重要な分岐
鎖アミノ酸(BCAA)の摂取状況についての調査と体組成との
関連を検証する。

3.福岡女子大学卒業生コホート作成のための準備
2022年度にベースライン調査として、筑紫海会の協⼒の下
卒業⽣調査を行った。2025年度フォローアップ調査を行い、
コホートを作成する。2024年度はその準備を行っていく。


